




研究目的 

胎内から胎外への急激な変化にともなって,新生児期には見事な循環適応がおこなわれる

が,この間新生児は様々なストレスに対して成人とは異った対応を示す。このような移行循

環期の生理を解明して行くことは,新生児医療の質的向上に極めて重要なことである。 

欧米における周産期適応生理に関する基礎的研究は誠にめざましいものがある。またこれ

らの研究成果を土台にした周産期医療の質的向上にも学ぶべき点が非常に多い。 

しかしながら,本研究はそれらを追従することではなく,限られた予算を,それぞれの研究

協力者が各自の独創性を生かして,新生児医療の質的向上に寄与しようとしたものである。 


